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Uniアバットメント EVと、個別設計が可能なアトランティスブリッジ
ベースの組み合わせは、下顎前歯部のような限られたスペースや審美性
が求められる症例において有効である。今回、4～ 4の欠損部に対し、
Uniアバットメント EV上にアトランティスブリッジベースを装着した
症例に対して、可能な限りデジタルデータにてアプローチしたケースを
紹介する。
アトランティスブリッジベースは、CAD/CAMにより高精度で設計さ
れ、補綴装置の強度と審美性の両立が可能となる。なお本症例はインプ
ラントが４本埋入されており、精密な位置関係をデジタルで再現するポ
イントも併せて紹介する。

アトランティスブリッジベースを使用した
フルデジタルのワークフロー

3.　【CLINIC】口腔内にてポジショニン
グインデックスを装着し、歯列を含めス
キャニングした状態。
ラボサイドにて作製したべリフィケー
ションインデックスとアナログ印象用
コーピングを口腔内にパターンレジンで
連結後、スキャニングを行う。べリフィ
ケーションインデックスは印象後ラボに
手渡しとなる。

6.　【LABO】スキャンボディーのデー
タを取り込んだ状態。
インデックス模型にスキャンボディーを
立てて、マッチングポイントを利用して
図 5のデータにマッチングをする。
※筆者はこのマッチング作業を exocad
で行った。

2.　【CLINIC】インプラントを４本埋入
した後の印象時の状態。
プライムスキャンにて、歯列、歯肉貫通
部、対合歯、咬合状態をスキャンする。
精密なインプラントポジションを採得す
るため、ベリフィケーションインデック
スを用いることとする。

5.　【LABO】 IOSデータのインデック
スを軸にインデックス模型のスキャン
データをマッチングさせた状態。
この作業によって、口腔内のインプラン
トポジションを、インデックスを基準と
した位置に変換できる。

1.　【CLINIC】初診時の状態。
321   123のインプラント治療相談にて来
院。下顎前歯の周囲はほとんど骨がなく、
高度動揺のためインプラント補綴となっ
た。保存不可のため、抜歯後インプラン
ト治療を計画。

4.　【LABO】インデックス模型を作製
してスキャンした状態。
ラボサイドにてアナログ用インプラント
レプリカをインデックスに装着後、超硬
石膏を流しインデックス模型を作製する。
マッチングを正確に行えるようにするた
め、インデックス模型にマッチングポイ
ントを付与する。
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10.　【LABO】ブリッジベース本体をス
キャンした状態。必要があればコアファ
イルを使用することは可能だが、本症例
はこの方法を採用した。ジルコニアの適
合精度をより高めるためには、ダブルス
キャンテクニックが必要と考える。

15.　【LABO】口腔内装着時の状態。
口腔内での調和が取れ、患者の満足を得
ることができた。粘膜面からメタルを少
し露出させ、清掃性と審美性ならびに強
度を実現できたと考える。

14.　【LABO】ステイン・グレーズを行
い、セメンティングをし完成した状態。
ステインは、GC スペクトラムステイン・
IQ ラスターペスト ガムシェードを使用。

13.　【LABO】シンタリング後のブリッ
ジベースに乗せた状態。ジルコニア内面
は無調整である。
ダブルスキャンを行ったことによって、
高い適合精度を得られたと考えられる。
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9.　【LABO】デザインされたブリッジ
ベースと 1st wax upの形態確認。
ブリッジベースとジルコニアの適合精度
を高め、ジルコニアの強度を担保するた
めに、高さを低くし、頬舌の幅を広くし
たデザインにする。細部の要望はメーカー
側とコミュニケーションが必要となり、
要望は叶うと感じた。

8.　【LABO】データアップロード画面。
従来のアトランティスアバットメントの
オーダーと同様にデータの添付を行う。
上下歯列は、IOSデータ。スキャンボ
ディーは、図 6で変換したインデックス
のデータ。歯冠形態は、図 7で作製した
1st wax upデータを添付する。

7.　【LABO】 1st wax upした状態。
1st wax upを行い全てのデータを
Atlantis Scan Uploadから送信し、
ブリッジベースの設計を依頼をする。

11.　【LABO】ダブルスキャンしたブリッ
ジベースをデータ変換した状態。
図6の時と同様にインデックスを用いて、
コアファイルデータのブリッジベースと
ダブルスキャンしたブリッジベースを変
換する。

12.　【LABO】最終デザインした状態。
図 7で作製した 1st wax upデータを取
り込み、上部構造をデザインする。

16.　【CLINIC】ファイナル装着時の状態。
接合部に隙間は無く良好な適合を得られ
た。
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